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寄藻川および桂川沿いの沖積低士山下では，深度 30mから5011'1にかけて自噴性の被圧地下水

を旺胎している。しかし，これらの河川においては塩水棚上が河口から 3- 4kmに及んでおり，

不圧地下水には塩水化の兆がみ られる。 被圧地下水の 1弁当り揚水可能量は 2，000m
3fd未満で

ある。

各河川によって形成された扇状地の不圧地下水は各河川や田面から酒養されており，揚水可能

量は 1井当りおおむね 100m3fc1 ;未満である。なお，不圧地下水の比抵抗値は 5，000Q一C1l1で，

流下に伴って 3，000ρ cmと低下しているが， 比較的良質なものである。

洪積段丘の浅層部は中津層や宇佐礁周などから構成されているが，深層部は耶馬渓層からなる。

耶馬渓層にはも皮圧地下水を含んでいて， 揚水可能量は 100m
3fc1程度である。

(猿山光男〉
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4. 大分平 野

(1) 地形・地質

大分平野は丘陵，段丘および沖積面からなる。丘陵の主体をなす地層は中新|並に堆積した碩南

層群と更新世前期から中期にかけて堆積した大分層群からなっている。 これらの地層は浸食され

て 6段の段丘面をのせている。各段丘堆積物は九重周・群として一括されてい る (表2-9-8)。なお，

下位から 3段目の城原面には，八女粘土層に相当するー木凝灰岩がある。

沖積層は，上部砂層 と中部泥腐からなる沖積層 I層 と下部砂，泥互層の沖積層E層とに分けら

れ，前者は有明海沿岸の有明粘土層に，後者は島原海湾層に対比されているほ)。沖積層 I層 と沖

積層E層のそれぞれの深度は図 2-9-14に示 した。 図から明 らかなように，両者の深度は急激に

深くな っている。沖積層の下位は，凝灰岩，凝灰角磯岩，凝灰質頁岩および砂，喋， シノレトの互

層からなる大分層群(更新世中期〕になる (図2-9-15)。

(2) 地下水

平野地下には稼行の対象とならない程度の天然ガスが匪胎している。 このため，地下水の水質

(注〕 大分平野一帯は九ナ卜μ」也方における第四紀層の模式地として知られ，多くの調査 ・研究が行われてい

る。とくに， 首藤による第四系の研究ωや首藤 ・日高による沖積層の研究(2)は，応用地質学上も貴重

なものである。
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表 2-9-8 大分平野の地質層序表 (首藤(1)による〕
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図2-9-14 大分平野の沖積層基底の深度 〈首藤 ・日高(2)に加筆〉
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は一般に良質でない(表2-9-9，10)0 200本以上ある探井戸はピノレや事務所の水洗用，冷暖房用な

どの雑用に使用されている (3)。飲料水は 1927年に大分川の伏流水を水源とする大分市上水道が

完成するまでこの地下水に頼っていた。現在も上水道の施設拡張が人口増に追いつかず，新奥住

宅地などで、は飲雑用水を地下水に頼っているところがある。天然ガ、スと関係して水質が悪く，か

っ塩分の濃度が高いのは注目に値するが3 これが堆積時に封入されたものか3 地下水の過剰揚水

によるものかははっきりしていない。

現在使用されている浅井戸は，大野)I[河口付近で深度 3 ~10m であり， 日当り 10 ~ 30 m3取

水されている。深井戸は深度 30 ~ 120 m のものがあり，大分層群から取水する井戸の比湧出量

表2-9-9 深井戸の水質と水温(大分県(3)による〕

一三一¥ーコ河口付近 (ppm) 沿岸部 (ppm)

塩 素 100 ~ 300 500 ~ 700 

ナト リウム 50 ~ 300 400 ~ 600 

マグネシウム 30 ~ 60 80 ~ 90 

カノレシウム 40 ~ 120 + 80 

は 40~100 m3fdfm である∞。比湧出量が 100m3fdfm以上をこす井戸は上位の沖積層からも取

水しているのが普通である。

大分，鶴崎工業地区では， 103の事業所によって年間 450万 ln3の淡水と 78万 m
3
の海水が

使用されている(針。これらの水源は，回収水によるものが約 763五(日量399万mりと大半を占め，

地下水によるものは約 3% (日量 15，000mりとわずかである。工業用水は 56%(日量297万 m勺

表2-9-10 地下水の化学成分 (大分県(3)による〉

三一~I 協22f| マ辞書fl 協智子
導 電 率 (μσ/cm) 395 

珪 酸 (ppm) 60.2 38.0 49 

欽 (グ〉 54.0 0.2 2.45 

酸化アノレミニウム( グ 〉 77.0 1.0 

酸化カノレシウム (グ〉 118.9 58.4 

酸化 7 グネシウム(グ〉 127.6 24.5 

全 硬 度 (グ〉 528.9 177.2 114 

Mーアノレカリ度(グ〉 700.4 131.5 119 

塩素イ オ ン(グ〉 751.3 40.7 13 

硫酸イ オ ン(グ〉 5.9 57.6 37 

アンモニウムイオン( グ 〉 35.0 Tr 0.05以下

pH 7.2 7.0 6.55 

全蒸発残留物 (ppm) 1，918.2 347.7 238 

が鉄鋼業によって占められている。

農業用の地下水利用は大分市および狭間町で浅井戸 205本，集水池 6カ所によって，年 130

万m3が取水され，約 140haがかんがいされている例。これらの施設のうち，70%は大野川沿
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図2-9-15 代表的な井戸の地質住状図 (1立1m.は図2-9-14参照〉

(猿山光男〉
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5. 筑紫平野

5-1.両筑平野

(1) 地形・地質

両筑平野*は筑後川中流の右岸側に展開する洪積段丘と， これを刻んだ沖積地からなっている。

低位段丘面(須玖商〕は， 楳高 20~50 m にわたって広く分布し，ほとんどの陸田がこの面上に位

置する。この段丘商は筑後川の支川である佐田川，小石原}II，草場川および宝満川の浸食によっ

て分断されている。また，段丘商の南縁は旧筑後川の乱流によって浸食されている。これら河川

の沖積函との比高は 4~5m 程度である。段丘堆積物は砂磯層からなるが，阿蘇 4 火砕流土佐積物

に対比される軽石火山灰屈を挟んでおり，表層は火山灰で覆われている。さらに，草場川や曾根

A 
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。地下水位長期観測，JI:
. 地下水政長WJ観測;)1二

図2-9-16 両筑平野地形 ・地質区分図〈新藤(3)に加筆〉

田川に沿って部分的に日佐面といわれる地形面がみられる (1)(2) (3) (図 2-9-16，17)0 1 

各河川沿いには，扇状地性の砂磯層からなる沖積層が分布している。小石原川の上流部にある

女男石から馬田にかけては， これらの沖積層が中位段丘低位面を覆っており，段丘地形は判然と

しない。

* 北野平野と も呼ばれる。


